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課程修了。教育学修士。1994年４月、高知大学に着任。
2016年から副学長、大学教育創造センター長を務める。専門
は家庭科教育学。

副学長（教育担当） 大学教育創造センター長
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「
地
域
協
働
に
よ
る
教
育
」を
推
進
し
て
い
る
同
大
学
。

高
校
や
企
業
の
視
点
も
取
り
入
れ
た
能
力
指
標
を
開
発
し
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
学
生
の
能
力
伸
長
を
図
る
。

　
高
知
に
は
地
域
の
課
題
と
向
き
合
え

る
現
場
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
本
学
で

は
そ
う
し
た
環
境
を
生
か
し
、「
地
域

協
働
に
よ
る
教
育
」
を
掲
げ
て
、
地
域

を
主
導
す
る
人
材
の
育
成
に
全
学
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
学

生
自
ら
が
率
先
し
て
周
囲
に
働
き
か
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
能
力
を
身
に
付

け
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ら
を
統
合
し
、

活
用
し
て
他
者
に
働
き
か
け
る
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
人
材
の

育
成
に
は
、
地
域
社
会
の
力
を
借
り

な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
文
部
科
学

省
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ａ
Ｐ
）
の
テ
ー
マ
Ⅴ「
卒
業
時
に
お
け

る
質
保
証
の
取
組
の
強
化
」
事
業
な
ど

を
中
心
に
本
学
で
は
、
学
修
成
果
の
可

視
化
や
評
価
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
学
生
の
成
長
を
検
証
す
る
評
価
指
標

の
柱
が
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に

沿
っ
て
設
定
し
た

　  ＊ 「
10
＋
１
の
能
力
」

で
す
。10
の
能
力
は
、「
対
課
題
」「
対
人
」

「
対
自
己
」
の
枠
組
み
の
中
で
、
全
て

の
学
生
が
修
得
す
べ
き
能
力
と
し
て
本

学
が
定
義
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
10
の
能
力
を
統
合
し
、
他
者
に
働

き
か
け
る
力
が
＋
１
の
「
統
合
・
働
き

か
け
」
の
能
力
で
す
。
具
体
的
に
は
知

識
・
技
能
を
状
況
に
応
じ
て
使
い
こ
な

す
力
で
す
。

　
学
生
の
能
力
を
評
価
す
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
は
、
本
学
教
員
だ
け
で
な
く
、

高
知
県
教
育
委
員
会
や
地
域
の
企
業
人

も
メ
ン
バ
ー
の
「
多
面
的
評
価
指
標
開

発
研
究
会
」
で
検
討
し
、
地
域
や
企
業

で
の
評
価
の
し
か
た
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
社
会
で
求
め
ら
れ
る
能
力
を
養

成
す
る
た
め
の
可
視
化
な
の
で
、
地
元

の
意
見
は
重
要
で
す
。

　
こ
の
指
標
に
よ
り
学
生
は
、
１
、
３

年
次
に
実
施
す
る
教
員
と
の
「
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
面
談
」
で
、
自
分
の
能
力
の

到
達
度
を
確
認
し
ま
す
。
面
談
で
は
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
従
っ
て
実
施
し
た
学

生
の
自
己
評
価
と
教
員
に
よ
る
他
者
評

価
の
す
り
合
わ
せ
を
通
じ
て
、
成
長
度

合
い
や
課
題
を
共
有
し
、
次
に
何
を
学

ぶ
べ
き
か
を
一
緒
に
検
討
し
ま
す
。

　
学
生
の
自
己
評
価
能
力
を
育
成
す
る

こ
と
も
面
談
の
狙
い
の
一
つ
で
す
。
こ

れ
は
、
研
究
会
で
企
業
人
か
ら
「
社
会

で
は
自
分
の
能
力
や
置
か
れ
た
状
況
を

客
観
的
に
見
る
力
が
欠
か
せ
な
い
」

と
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
す
。

多
く
の
学
生
は
自
己
評
価
に
慣
れ
て
お

ら
ず
、
教
員
の
評
価
と
し
ば
し
ば
食
い

違
い
ま
す
。
面
談
を
通
し
て
、
適
切
に

自
己
評
価
で
き
る
よ
う
に
学
生
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
面
談
す
る
こ
と
の
負
担

は
あ
り
ま
す
が
、
少
人
数
教
育
の
中

で
学
生
の
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が

教
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
社
会
で
役
に
立
つ
能
力

の
学
修
成
果
は
、
実
際
に
は
卒
業
後
に

わ
か
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
大
学
に

対
す
る
満
足
度
や
成
長
の
振
り
返
り
、

社
会
で
の
役
立
ち
度
な
ど
を
把
握
す
る

卒
業
生
調
査
や
卒
業
生
就
職
先
調
査
を

実
施
し
、
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｐ
事
業
を
通
し
て
、
学
内
に
可
視

化
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
を
大

切
に
す
る
姿
勢
が
根
づ
い
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
地
域
協
働
を
中
心
と
す

る
教
育
に
よ
っ
て
、
め
ざ
す
人
材
像
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

デ
ィ
プ
ロ
マ・
ポ
リ
シ
ー
を

10
＋
１
の
能
力
に
分
解

地
域
社
会
の
力
を
借
り
て

地
域
人
材
を
育
成

可
視
化
を
通
じ
た
地
域
人
材
育
成

地
域
の
関
係
機
関
と
評
価
指
標
を
共
同
開
発

▶地域協働を中心とする教育によって身に付けた諸能力が学生自身の内部で統合され、
　世の中に働きかける汎用的な力となることをめざす。
▶学生と教員が学生の成長を共有し、次の学びを共に考える。

▶理事（教育担当）・副学長を本部長、各学部長を委員とする「大学教育再生加速プログラム事業
　実施本部」がＡＰ事業を推進。評価方法の検討は「大学教育創造センター」が担当。
　「多面的評価指標開発研究会」で地域や社会のニーズを聴取し、施策に生かす。

　全学生が入学直後から活用するｅ‐ポートフォリオには、履修状況、各授業科目
の成績、ＧＰＡの推移が表示され、学生生活（サークル、ボランティア等）の記録、
希望進路、取得資格、目標と振り返りを入力できる。授業科目の成績は履修者の
成績分布と共に表示され、自身の位置を確認できる点が特徴だ。
　リフレクション面談では、学生の自己評価と教員による「統合・働きかけ」の他者
評価を基に学びを振り返っている。評価にギャップがあれば、教員は「なぜこの評
価なのか」を学生に説明し、アドバイスする。
　学部独自の項目を追加できる機能を活用して、授業アンケートをはじめとする学
生とのコミュニケーションなどにも幅広く活用されている。その結果、学生の利用
率は１００％に近いという。

ｅ‐ポートフォリオを
学生とのコミュニケーションツールに

注目！

１年生 2年生 卒業後4年生
（医学科は6年生）

3年生
（医学科は5年生）

学
生

学
生
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教
員

教
員

10＋1の能力評価
（自己評価）

リフレクション
面談

リフレクション
面談

大学生基礎力
レポート

10＋1の能力評価
（自己評価）

リフレクション
面談

（　　　　　）
10＋1の能力評価

統合・働きかけの
パフォーマンス評価

10＋1の能力評価
（自己評価）

（　　　　　）
10＋1の能力評価

統合・働きかけの
パフォーマンス評価

10＋1の能力評価
（自己評価）

10＋1の能力評価
（職場評価）

リフレクション・セメスター

ｅ‐ポートフォリオを用いた振り返り

ディプロマ・サプリメント

職場

大学生基礎力
レポート

＊専門分野に関する知識／人類の文化・社会・自然に関する知識／論理的思考力／課題探求力／語学・情報に関するリテラシー／
　表現力／コミュニケーション力／協働実践力／自律力／倫理観／統合・働きかけ

▲ｅ‐ポートフォリオの評価画面。学生と教員がそれぞれ該当する評価
段階に印をつける。

可視化のしかた

取材・文／児山雄介　撮影／釣井泰輔

C a s e S t u d y

特集●みんなで使おう！ 学修成果


